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現在までの調査の概要

　笹平遺跡は、境川（豊川の支流）左岸の河岸段丘面上にあり、標高は約 388m です。調査区周辺は宅地や茶畑とし
て利用されてきました。
　発掘調査は国土交通省の設楽ダム事業にともなうものです。笹平遺跡は、縄文時代後期から晩期にかけての縄文土器
や石器が多数発見され、『北設楽郡史』・『設楽町史』において多くの資料が紹介されています。平成 16 年度の愛知県
教育委員会による試掘調査および平成 18 年度・平成 20 年度の愛知県埋蔵文化財センターによる範囲確認調査で縄文
時代の遺構と遺物が確認されています。
　今回の調査は、6 月初旬より平坦面にひろがる 6,930㎡の調査区を大きく五つに分割しておこなっています。

今回の調査における主な遺構と遺物

　これまでの調査で、縄文時代早期後半から弥生時代前期にかけての遺構と遺物が確認されました。
　調査区の西側にある 15A 区では、表土の下に土石流と思われる礫層があり、その礫層の下に縄文時代後期から晩期
の遺物が出土する黒褐色の地層がありました。この地層は調査区の東側にある 15Bc 区からの流れ込みと考えられるも
ので、縄文時代晩期以降の比較的古い時代に堆積したものと考えられます。
　調査区の東側にある 15Ba 区では、地表面から 0.5m 前後の深さで、縄文時代から現代にかけての遺構を見つけるこ
とができました。これまで調査した範囲では、約 700 基の土坑や溝などを検出しました。この中には縄文時代中期末
から縄文時代後期にかけての竪穴建物 3 棟と土坑 9 基、弥生時代前期の土器棺墓 1 基などがあります。本遺跡は現在
の地表面から縄文時代の遺構検出面までが非常に浅く、多くの遺構が既に消失している可能性があります。
　出土遺物では、縄文時代中期後半から晩期にかけての縄文土器、石器が多数みつかりました。この中で注目されるの
は、縄文時代後期から晩期のものと思われる岩版や石冠、石棒、石刀など、祭祀に使われたと考えられる石器が多数み
つかったことです。本遺跡の性格を考える上で大きな特徴になるものと考えられます。今後の調査とあわせて考えてい
きたいと思います。
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調 査 機 関　公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団　
　　　　　　　　〒498-0017　愛知県弥富市前ヶ須町野方 802 の 24　　電話 ( 0567 )  67 - 4163【調査課】

　　　　　　　
    　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Facebook　https://www.facebook.com/maibunaichi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Twitter　https://twitter.com/aichi_maibun

愛知県埋蔵文化財センター
HP  http://www.maibun.com

調 査 支 援　株式会社 二友組　

平成 27年 8月 8日（土）笹平遺跡の岩版

　今回の発掘調査において、岩版（がんばん）とよばれる石製の人形（ひとがた）を模した石器が出土しました。この
石器は、縄文時代後期から晩期において（今から 3,500 年程前）、おまじないやお祀りで使われたと考えられるものです。
　今回出土したものは、長さ 8.5cm、幅 5.1cm、厚さ 1.6cm の平面滴形の板状の凝灰岩製のもので、重さ 87.5g を
はかります。石の上に描かれた線刻の表現が岩版の特徴で、表面には細い線刻で中央に縦線（正中線）とそれに直行す
る横線が 3 条あり、裏面には表面の中央の横線からつづく横線が 1 条みられます。
　笹平遺跡では、これまでに同様な岩版が 1 例採集されており、設楽町にある奥三河郷土館に保管されています。縄
文時代の笹平遺跡の性格を考える上で、貴重な資料と考えられます。
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15A区の礫層の断面（北西より）

15Ba 区の土器棺墓（弥生時代前期）出土状態（西より）

笹平遺跡遺構図（1:400）

15A区岩版出土状態（西より）

岩版（縄文時代後〜晩期）出土地点

土石流と思われる礫層

土器棺墓（弥生時代前期）出土地点
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15Ba 区

15C区
15Bb区石棒出土状態（東より）

15Bc 区石冠出土状態（西より）

15A区打製石斧出土状態（西より）

15Ba 区土坑 2（813SK、北より）

近年の茶畑に伴う溝跡
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石棒出土地点

石冠出土地点

打製石斧出土地点

黒褐色の地層


